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印度型水稲の育種に関する研究
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ブキメラ農試は農務局 RiceResearch Unitの中心育

種場としてもっばら二期作用新品種の開発に努）］が集

中されてし、たの昭和'.,3年 8月最初の C.P.専門家とし

て山川寛氏が吐任されてより 5代且に当る川上潤一郎

氏が育脈を統轄実施中で Offseason作の田柏が略終っ

た所に着任した。然るにこの作の途上急拠 J氏が引継

ぎを命ぜられ，丁度10年の歳月を経て当国人の手に育

成事業も独立することになった・,祝すべきことではあ

るがこの引継ぎは余りにも唐突且ーーカ的に行なわれた

ため，筆者も［極力独目の試験を制限して育成の後見

役に当るように．」との要請を受け入れざるを得なかっ

に時恰も北部の穀倉地帯ではムダ計1園が進捗中で，

これに間に合う適品種の育成を最重点課題とする祈設

R..R量じの忍気に感じたこと 1まし、うまでもなし、ク、新系

統の地力的適否を確める試険地網の幣備から祈品栢汰

定丁順の制度化にいたるまで後見人のなすべぎ任務ぱ

多々あると思われたが， R.R.じは各州に彫縛力を及

ぼすにし、／こらぬ中に J氏はあっさり転勤してしまし、，

44イ「に人ると祈研究体制 MARDIの構想が伝えらわた

りして結局見るべき成果をあげることが出来なし、まま

任期切れとな')てしまぅ fこ

育成試験

育種目標ぱ Malinja,:Vlahsuriの耐病化と Ria(=IR81 

］）耐病良質化を二本柱として）II上氏は羹大な数に卜る

系統を展開してし、た。凪内等の配慮もあって 1系統詳

は後期世代にいたるまで 10系統俎を栽柏してし、 t::リ）

こー曲者はもっはら戻し交配または多系交配に依って

し、たからでもあった，-, カウンターパートを詢面に立て

後見人的にこの事業に当ったのは 4作分であるが結果

たけを述べると前省は耐病化には見るべきものがあっ

たにかかわらす短利化をffってし、なかったため逐次．上

屈部から等閑祝され，後者は、 Petax Tangkai Rotanり

組合に絞られて米てこれより Bahagiaを選出， 4'.'l年 9

月に Kedah州で公表されたで特性の詳細は川上氏笠

が報告しているので略すが， IR:; の姉妹系統ながら

F4以降当地で独自に選抜して米たもので，感光性が

IR :S禾間はなく従って Offseason作でも過晩にならな

し、禾lj点があり耐病性も勝っている C 近年 Kedah州の

現地では分離が間題となっているとも聞くが，これは

公表以前の系統種子を増殖に使ったためで育成者の五

任とは言い難い。（筆者は当初よりこの点を戒しめて

し、たが聞き容れられなかった） Bahagiaは中行種とて

も称すべきで，短科種としては IRRIょり多数の系統

を F,~F,を中心として取寄せ，又Riaの二次選抜も行

なったが，多収系統は概して米質食味に劣り (TN-1

,J_) 戻し系統が多かったため），水管雌不如意，の—•般水

田では未だ短秤種の密植で多収を学げる晶盤が招って

し、なしヽ、点も配慮され祈品柿候補は出せなか・うた。以上

の傍ら（罰人的にiiなったも I}うに I Hill dry paddyと

の交雑-~42 年末に参加した Sarawak'.州調査時に得之

陸稲38点をイモチ柄検定にかほ高度耐紐I牛と見られ「こ

5品種に Ria及ひ Bahagia(または姉妹系統）を交雑

したが戻交配によらねば手がつげられぬ祝 Fe分青特か

著しく，中には両親に見られ心紫色粒等も視われ

凡選抜は以下の組合と共に後ff(!)橘高技官と共々株

しばりを行な，ー，たが，後年廃梨されとと思われる 2 

Tangkai Rotanの内・検日;j----BahagiaJー）章刑はこの品柾

に依行する所が多し、と見られるが， Peta以外の組合せ

がなし・、ので Mahsuri,Ria, DC-c, と7)交雑を行な、う f三

また長期稲乍ら章可IIの良い Kuatek.Sopak: を見出しこ

れらと Ria,Bahagiaとり組合を作り F・2の個体選抜を

行なってサ［継し，でもらった。にどしこれらは亨型見）み

で耐紐I生は無視して始めた 1/)で実用性は疑わしし、' 3 

IRRI系統の選抜 在任中 IRRIv.)育成系統を見る機会

に二／斐恵れたが， 1げ］地で見栄えりする系統も'"¥地で杖

虻げると科1長がさらに詰り，湛水が深きに過ることら

あり実川性が失われがちとなる点に着Hし，二度目

「占間的 (-13年 4月）にビーチェル氏の許可を得て金田

技官と共に終「l独日に選抜，比較的長［州のものを坂寄



(12) 熱帯農研集報 No. 21 

せた。 44年 Offseason作には 13組合， 1:37系統を栽

柏しており，生産力検定予備試験にかける「直前で後任

者に引継いだ。後に IR22となった IR8 x Tadukan 

(IR 597)も合まれていたが， IR8とIR5 (姉妹系統）

J)組合による IR663および IR664は利が頗る強く

期待のかけられる系統であった。 4セイロン育成系統

i))検討一同地とはほぽ同緯度にあるので適品種を得る

期待の下に今井技官の斡旋を得て 44年 4月 Dr.Gun-

awardenaより 41組合， 99系統の送付を受けたが弱

肝かつ紅脚のものが多く，わずかに ACl」4x 64-1'.H 

および AC144 x 6:3-610 ,7) 2組合に強杯で好型の 7系

統（りち 1は赤米系）を見出した程度であった。 5 C 

+-6:'l 0)_二次選抜ー当品種は好咽で密柏すれば相‘竹生

呼力を挙げ得ると思われたが葉鞘紫紅色を星するもの

:))多い中に緑色のものを混在していた。（同様秤先色

や柱頭色にも分離が見られた）それで小規模ながら緑

脚のものに固定すべく涸体選抜による系統を栽植し，

これより成熟期まで止葉の立つ 4系統を選出した。

にたし Kedah: 州でも同様の操作が行なわれていたの

と，イモチ病の酎病性が不充分（橘高技官による）と

のことで生検にぱ入らないで終ったごとくであるc

調査および基礎試験

1 感光性によるる品種の分類ー北条翡 5度半にある

崎農試では年間の日長時間差わずかに+O分弱であるが

在来品種の出穂期は鋭敏に日長時間に感応しているr

て期作の MainSeasonは-1:作の在来長期品種より 2

--3ヶ月遅れて出発するが，作季は秋ー冬に当る合 Off

eヽasonIま春ー夏季となるため MahsuriゃBahagiaでも

10 llないし 2週間程度生育斯間が廷るのが通常であ

応つ主り実用的感光性は長日遅廷度の長短で、息識さ

れることになるe 在 KLの農務局では稲作主要州から

取寄せた在米稲を一括貯蔵しているが J氏の要請もあ

，て，これらを検討しブキメラに持帰ったっまたタイ

と附ベトナムの品種計52,点を平塚より取寄せ，ヽ'i地に

屎{fされてし、た外田稲芦 1こと共に :vlainseasonおよひ

Off seasonの両作季に杖柏して播種より出穂期までの

II数の変化で分類を試みた。ただし 150日以上におよ

ぶ超長期種は当地では用水の関係上栽柏不可能なので

除外し，ごく一部をポ／卜栽培による毎月播稲試験に

使用することにしたが， これも鉢が小さすぎて失敗に

終-,た2 分類は Mainseasonにおげる到穂日数によ，へ

JO陪級に分ち，夫々を Offseasonの遅延度によって

4附級に細分して供試 160,点の位置を定めたもので

:¥-lain seasonとOffseason各二作宛の平均によった。

表は略すが最も顕著な紡呆を示したのはタイ国の早生

袖で K,10Ruang吟3品種は Mainseasonで70日以下

の到穂日数であるにかかわらず Offseasonの遅延日数

41日以上におよび，程長にも大差を示した。前者が

71~80日または 81~90日の品種にも41日以上遅延す

るものがこれに次いだ。到穂日数小さきものは遅延度

も小く，大なるものはこれに反する一般傾向に対し，

以上ぱ著しい特色と認められた。

2 内地育成系統の適応性 宜者の乎塚在勁中 (34

年12月~42年 4月）には耐病性遺伝因子の導人を目的

に多数の外国稲を扱っていたが，南方にて二期作に供

し得る品種を内地で育成出来ぬかといったことが話題

に上ったことがあり窃にその可能性を信じ片手間なが

ら若丁手を染めていた。方法は二つあり，そのーは長

期稲ながら惑光性の低いジャワの Bulu型品種の利用

で， これと感光性のごく低い藤坂 5号とを交雑，さら

に藤 5で一回戻し交雑した系統から平塚で採種可能な

範囲内の晩生系を略固定させていた。その二は農林 8

号の人為突然変異系統で晩生化したものを検定し，感

光性によるものを除外，いわゆる基本栄義成長性の長

期化したもののみを選び，これら相互間で交配を行な

い加算的に成長性が増大したものを固定する。 （これ

は他の目的の試験で遣伝科 4研が行なった、,)これらは

何れも固定に近づいて屈たが IR8の出現により大望

を砕かれた感があったへしかし今回は実証の得難い好

機であるっ奇貨おく可しとして十数系を試作したへ序

にし、えば 8年間親しんだ外国稲の素顔（短日操作など

不自然な処理を経ない）を見ることも駐在の目的の—^

つであったがつまづ播種ー出穂日数を見ると （藤 5)2

xBulu系統は何れも 80日前後で蓬莱稲の嘉南 8号級

で些か早生過ぎる憾があり，分けつ力も低く低収であ

った3 一方農 8 突変の方 (NIAS 番号を付す）は 3--~

4 番が 90~% 日で逹莱稲の晩生系と見られる嘉農育

280号の 85~88 日， Ria の 88~-90 日より若干長く卜分

目的を迂していた← ただし収鼠では嘉南 8なみの日数

である NIAS17が常に上廻る結果になった。 NIAS3

~4 は短穂であるため収贔が出ぬ外にウンカには極め

て敏感のごとく，未だ成虫を見ぬ中から葉色が翼度す

る特異性が認められ，かえって比特性の方が利用出来

はせぬかと思われ金田技官にも送付し）ピ、なお平塚で

は出柏不能であった台誇山地稲 10腫も当地では極早

lj:_で程長は日本稲よりも詰ったものになったへ恥本栄

蓋成長性のみに準拠した卜記系統の育成は応成功し

たものと見られる＾

3イモチ柄耐病性の幼閏検定ー安定して高度耐病l叶

を応したものに Tadukan,Tetepのほか平塚でも母本

に利用していたタイの ChaoLeuang 11, Leuang Taw-

ng 77および比島の Compena,Bulustogがあった。
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